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【は じめ に】

当施 設 は、平成 4年 に健康 増進施 設 の認定 を

受 け、市 民の健康 づ く りの為 に、健康運動指導

士 ・健康 運動実践指 導者 の専 門ス タ ッフによ る

運動指導 を行 つて いる。

施 設 の利用 者 は高齢者が 中心 で、何 らかの疾

患 を有 し、治療 して いる方 も多 い。安全 に運 動

を行 う為 に、運動継続者 は必ず体 カチ ェ ックを

受 けて も らい、運 動 開始 時 には毎 回、体 調不 良

な どな いかス タ ッフが声 をか けて いた。平成 1

2年 、運動参加 中の 60代 の男性 が狭心症 の発

作 を起 こした事 をきっか け に、 よ り安全 に運動

をすす め る為 の方 法 として、運 動許 可書 を作成

した。運 動許 可書 を通 し、医療機 関 と情報 を共

有 して運 動指導 に活 か して いるので、 ここに報

告す る。

【運動許 可書 の 目的 ・内容 】

① 医療機 関 と情報 を共有 し、状態 を把握す る

②運動 中の異常 に素早 く対応す る

平 成 13年 よ り、上 記 の 目的 で 『運 動 許 可 書 』

を 主 治 医 に記 入 して も らい 、 提 出 す る事 を義 務

付 け た 。 (図 1  運 動 許 可 書 )

【運動許 可書提 出対象者】

運動 コース参加 者で 、心臓病 ・糖尿病 ・高血

圧 ・高脂血症 で通 院 中の方

※ 『運動 コース』 は、専門ス タ ッフか ら運動指

導 を受 け、ス トレッチやエ ア ロビクス、ア クア

ビクス を行 うコースで ある。参加者 は 60代 が

中心 で最 高年齢 は 82才 。

平成 15年 度 の運 動 コー ス参 加者 は 18 0人

で、そ の 中の 27 %に 当た る 48人 が、運 動許

可書 を提 出 して いる。

(表 1 運 動 コ‐ス参 加 人数 と許 可書提 出者 数 )

協 力医療機 関は 35機 関で あった。

【運 動許 可書 の運用 と結果 】

運動許 可書 が提 出 され る と、健康度れ ック〈体

力測 定等 )を 受 けて も らい、体 力測定結果 と運

動許 可書 の指 示 に基 づ き、専 門ス タ ッフが個 別
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の 運 動 プ ログ ラム を作 成 す る 。 加 え て 健 康 度 れ

ックで は 、 栄 養 士 の 食 生 活 指 導 を行 い 、 看 護 職 が

個 別 面 談 で 、 主 治 医 の 指 示 等 を本 人 と確 認 し、

生 活 指 導 を行 つ て い る。 指 導 内 容 と運 動 コ ー ス

参 加 時 の状 況 は 、文 書 で 主 治 医 に報 告 して い る。

(図 2  運 動 許 可 書 の 流 れ 事 例 )

治 療 疾 患 名 は 、 高 血 圧 が 最 も多 く、 つ い で 高

脂 血 症 とな っ て い る。 複 数 の 疾 患 で 治 療 して い

る方 が 、 約 半 数 の 23人 で あ っ た 。

(図 3  疾 病 名 内 訳 )

主 治 医 か らは 、 特 に指 示 や 制 限 の な い場 合 も

多 い が 、 基 礎 疾 患 に よ っ て 注 意 す べ き指 示 が あ

り、 そ の 指 示 をふ ま え て 運 動 ,生 活 指 導 等 を行

っ て い る。 (表 2  医 師 の 指 示 と対 応 例 )

【考察】

生活 習慣病 の予防 に、適度 な運 動 は必 要で あ

るが 、適切 でな ければ 、危 険 もあ りえ る。運動

を指導す る側 には、注意義務 が あ る。危 険 を 1

0 0 %回 避す る ことは出来 な いが 、運 動許 可書

で主治 医か ら情報 を得 る ことで 、一人一人 に合

った個別 の運 動 プ ログ ラムが作成 で き、 よ り安

全な運動指導 が行 え る。現在 運動 中の事故 は起

こって いな いが 、起 こった場合 も、許 可書 の情

報 を基 に、よ り迅速 で正確 な対応 が可能 で ある。

看護職 が対 象者 と面談 し、主治 医 の指示 につ

いて本 人 と確認 して い る。そ こで、共通理解 が

生 まれ 、状態 の把握が深 まってお り、安 全 に対

す る 自巳管理 の意 識 を高め るの に も役 立 って い

る。

【おわ りに】

健康寿命 の延 長 と生活 習慣 病 の予 防のた め に

も、運動 は必 要であ る。今後 、『健康 日本 21』

が浸透 し、様 々な年代 、身体 状況 の方 がそれぞ

れ の 目標 を持 って運 動 に取 り組 むで あ ろ う。

指導す る側 だけでな く、運動 を行 う1人1人が 、

自己管理 の能 力 を高め、安 全 に運動 を行 って い

く事 が大切で あ り、そ の事 を啓蒙 し、相 互理解

を高めて い く必 要が ある。
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※上記の流れを年度毎に実施する
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